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Accurate, interpretable statistical causal effect estimation

高精度かつ解釈可能な統計的因果効果推定

その施策、どんな人に効果がある？それはなぜ？

どんな研究
薬剤投与や広告配信など、個人に特化した重要な施策を設計するためには、その施策が各個人にどれくらい効
果があるかを予測し、なぜ個人間で効果が異なるのかを説明する必要があります。本研究では相関関係ではな
く因果関係に基づいて施策の効果を予測・説明する技術を紹介します。

どこが凄い
例えば「高齢者はリスクのある手術を選択しにくく、かつ予後が悪い」という偏り（相関）をデータ駆動的に
抽出・補正することで、結果の違いを因果関係に基づいて高精度に予測します。またこの違いを分布間距離で
定量化することで、効果に影響する個人の特徴を高精度に検出します。

めざす未来
個別化医療、ターゲティング広告など、重要な施策のデザインをデータ駆動的に支援するためには、高精度か
つ解釈性・信頼性の高い因果効果推定技術が不可欠です。少量のデータしか得られないなど、実運用の要請に
即した技術を構築することで、多様な意思決定の支援をめざします。
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